
兵庫県立千種高等学校 

            

 ◇スクール・ミッション 

   

「自立 信愛」の理念のもと、確かな智恵を礎とした挑戦心や、自他を尊重する優しさを備え、 

信頼される存在として、協働しながら地域や社会に貢献できる人材を育成する。 

 

 

 ◇スクール・ポリシー（三つの方針） 

  (1)育成をめざす資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー） 

 

    ① 自らの人生を生き抜くために、単なる学力ではない智恵を備え、その智恵をもとにした幅 

広い視野を持ち、あらゆる困難に立ち向かっていこうとする人を育成する。 

② 様々な思いを抱く人たちとともに協働活動を行いながら、他者・自己を大切にする優しさ 

を有した人を育成する。 

    ③ 他の世代の人たちと交わり、地域を慈しみ地域に育まれることの素晴らしさを体感しなが 

ら、地域を大切に思う人を育成する。 

    ④ より広い視野によって「地域」をとらえる、国際的な興味・関心を抱く人を育成する。 

 

  (2)教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー） 

    

 ① 自らの進路希望・関心によって４類型に分設した、「個別最適化」された教育課程を編成し、 

国公立大学への進学や地元企業への就職といった多岐にわたる進路を確かに保障する。 

② 少人数授業によって、生徒一人ひとりの状況を見据えた教育を実践する。 

    ③ 資格取得を重視した類型において、他校との連携による遠隔授業を活用した学びを行う。 

    ④ 地域との協働による活動を中心とした体験的な学びの中で、「課題発見→追究→解決→(発 

見)」の過程を繰り返す探究活動を展開する。 

    ⑤ 海外修学旅行を実施し、定期的に外国の高校とのオンライン交流を行う。 

   

(3)入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー） 

             

    ① 小規模の学校においても、自らの大きな可能性を信じ挑戦心を失わない生徒を募集する。 

② 新しい自分を創り上げていこうとする意志を持った生徒を募集する。 

    ③ 他者そして自己を尊重することの大切さを理解しようとする生徒を募集する。 

      

※スクール・ミッション 

各県立高等学校が育成を目指す資質・能力を明確にするため、設置者である兵庫県教育委員会が示す、各県立 

高等学校の存在意義や期待されている社会的役割、目指すべき学校像。 

※スクール・ポリシー 

学校教育法施行規則の一部改正により、高等学校が、課程または学科ごとに、魅力・特色ある教育の実現に向 

けた整合性のある指針として策定・公表することが求められている「三つの方針」。 


